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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

8/2２現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

7月気象状況    (父島) 

最高気温   31.3℃ 

最低気温   26.0℃ 

平均気温   28.2℃ 

平均湿度   86％ 

月降水量  36.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(8/1) 

             2,582人 

             父島      母島                

  人口      2,131人   451人 

  世帯      1,248    271 

                   
  

                            

 

国
や
東
京
都
の
協
力
の
も
と
、
自
衛
隊
航
空
機
に

よ
る
硫
黄
島
訪
島
事
業
を
７
月
26
日
に
実
施
し
ま

し
た
。 

 

村
の
訪
島
事
業
と
し
て
は
、
平
成
28
年
の
お
が

さ
わ
ら
丸
に
よ
る
訪
島
で
の
上
陸
以
来
、
実
に
７
年

ぶ
り
に
硫
黄
島
へ
上
陸
し
て
墓
参
や
里
帰
り
を
行
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
戦
前
の
暮
ら

し
を
偲
ん
で
、
生
活
跡
や
小
学
校
跡
を
巡
っ
た
り
、

拝
礼
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
硫
黄
島
旧
島
民
平

和
祈
念
墓
地
公
園
に
お
い
て
献
花
に
よ
る
旧
島
民
慰

霊
を
行
い
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
村
主
催
の
硫
黄
島
訪
島
事
業
に
は
、
硫
黄

島
旧
島
民
と
共
に
小
笠
原
村
民
の
皆
さ
ま
も
参
加
し

て
お
り
、
硫
黄
島
の
現
状
に
触
れ
な
が
ら
旧
島
民
の

方
々
と
交
流
す
る
、
有
意
義
な
訪
島
に
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

 

か
つ
て
の
硫
黄
島
は
、
南
国
の
恩
恵
を
存
分
に
享

受
し
、
豊
か
で
平
和
な
島
で
し
た
が
、
戦
争
に
よ
っ

て
荒
廃
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
旧
島
民
の
帰
島
も
許
さ

れ
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。 

 

村
と
し
て
は
今
後
も
、
旧
島
民
の
心
情
に
報
い
る

た
め
の
訪
島
事
業
を
行
う
と
共
に
、
遺
骨
収
集
帰
還

事
業
に
積
極
的
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

【
参
加
者
内
訳
】
総
勢
53
名 

旧
島
民
17
名
、
小
笠
原
村
民
36
名 

            

                                       

    

夏
休
み
中
に
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
大
会
や
行

事
等
で
の
活
躍
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
・
母
島
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
】 

◎
島
し
ょ
大
会
（
７
月
22
日
） 

２
位 

 

１
回
戦 

３‐

３ 

大
島
（
PK
５‐

４
） 

 

決
勝 

 

０‐

２ 

八
丈
島 

【
小
笠
原
・
母
島
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】 

◎
島
し
ょ
大
会
（
７
月
15
日
） 

 

 

第
１
戦 

０‐

２ 

神
津
中 

 

第
２
戦 

０‐

２ 

大
島
連
合 

【
小
笠
原
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】 

◎
都
大
会
（
７
月
27
日
） 

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
２
組
出
場
） 

 
 

１
回
戦 

小
笠
原
Ａ
組 

０‐

２ 

淑
徳
巣
鴨
中 

 
 

１
回
戦 

小
笠
原
Ｂ
組 

０‐

２ 

佃
中 

【
母
島
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】 

◎
都
大
会 

 

個
人
戦
（
７
月
27
日
） 

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
１
名
出
場)  

 
 

１
回
戦 

０‐

２
瑞
江
中 

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
１
名
出
場
） 

 
 

１
回
戦 

０‐

２
青
葉
中 

【
小
笠
原
中
学
校
テ
ニ
ス
部
】 

◎
東
京
都
中
学
校
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権 

 

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

 

個
人
戦
（
８
月
21
・
22
日
） 

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
４
名
出
場
） 

 
 

１
回
戦 

１‐

６ 

雪
谷
中 

 
 

２
回
戦 

０‐

６ 

豊
葉
の
杜
学
園 

 
 

２
回
戦 

３‐

６ 

広
尾
学
園 

 
 

２
回
戦 

０‐

６ 

高
輪
中 

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
２
組
出
場
） 

 
 

１
回
戦 

小
笠
原
Ａ
組 

５‐

７ 

六
郷
中 

 
 

２
回
戦 

小
笠
原
Ｂ
組 

６‐

１
文
教
大
学 

付
属
中 

 
 

３
回
戦 

小
笠
原
Ｂ
組 

１‐

６ 

麻
布
中 

 

ＮＯ．759 

令和 5 年(2023) 

  9/１(金) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

硫
黄
島
訪
島
事
業
を
実
施
し
ま
し
た 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

最近新たに見つかった 

サトウキビ圧搾機の跡 

祈念公園での献花 

訪島事業の集合写真(旧島民の皆さん) 生活の跡 

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 
２―

３
１
１
１ 
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【
母
島
中
学
校
剣
道
部
】 

◎
都
大
会
（
７
月
25
日
） 

・
女
子
個
人
戦 

１
回
戦
敗
退 

【
柔
剣
道
】 

◎
東
京
少
年
柔
道
・剣
道
練
成
大
会
（７
月
31
日
） 

 

・
剣
道
団
体
戦 
２
回
戦
敗
退 

 

・
柔
道
団
体
戦 
１
回
戦
敗
退 

 

・
柔
道
個
人
戦
（
高
校
生
）
初
戦
敗
退 

【
小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
】 

◎
杉
並
区
少
年
野
球
交
流
試
合
（８
月
５
日
・６
日
）

※
杉
並
区
立
第
十
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施 

 
 

小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
１‐

16
大
済
ツ
イ
ン
ズ 

小
笠
原
・大
済
合
同
チ
ー
ム
14‐

３
杉
十
フ
ァ
イ
タ  

 

ー
ズ 

 
 

小
笠
原
・杉
十
合
同
チ
ー
ム
７‐

５
大
済
ツ
イ
ン
ズ 

 
 

小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
６‐

５
杉
六
少
年
野
球
部 

 
 

小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
８‐

６
杉
十
フ
ァ
イ
タ
ー 

（時
間
切
れ
勝
利
） 

【
小
笠
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
】 

◎
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
試
合 

・
７
月
23
日
・
24
日 

※
品
川
区
立
伊
藤
小
学
校
、
大
田
区
立
大
森
東
小

学
校
で
実
施 

 
 

小
笠
原(

男
子)

14‐

51
伊
藤
ビ
ガ
ー
ス(

男
子) 

 
 

小
笠
原(

女
子)

11‐

41
伊
藤
ビ
ガ
ー
ス(

女
子) 

 
 

小
笠
原(

男
子)

12‐

52
品
川
ス
パ
イ
ダ
ー(

男
子) 

 
 

小
笠
原(

女
子)

11‐

60
品
川
ス
パ
イ
ダ
ー(

女
子) 

 
 

小
笠
原(

男
子)

14‐

51
伊
藤
ビ
ガ
ー
ス(

男
子) 

 
 

小
笠
原(

男
女)

18‐

17
開
桜(

男
女) 

【
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
・
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
】 

◎
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
都
内
大
会 

（島
し
ょ
小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会 

７
月
29
・
30
日
） 

 

《
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
》 

８
位 

 
 

・
予
選
リ
ー
グ 

 
 
 

２‐

６ 

Ｆ
Ｃ
三
宅 

 
 
 

３‐

３ 

Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島 

 
 
 

２‐

０ 

大
島
マ
リ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ 

 
 
 

０‐

２ 

新
島
Ｆ
Ｃ 

 
 

・
順
位
決
定
リ
ー
グ 

 
 
 

３‐

３ 

Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島 

 
 
 

５‐

２ 

御
蔵
Ｆ
Ｃ 

 

《
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
》 

９
位 

 
 

・
予
選
リ
ー
グ 

 
 
 

３‐

３ 

父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ 

 
 
 

１‐

０ 

新
島
Ｆ
Ｃ 

 
 
 

１‐

２ 

大
島
マ
リ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ 

 
 
 

０‐

５ 

Ｆ
Ｃ
三
宅 

 
 

・
順
位
決
定
リ
ー
グ 

 
 
 

３‐

３ 

父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ 

 
 
 

３‐

３ 

御
蔵
Ｆ
Ｃ 

【
南
ア
ル
プ
ス
市
中
学
生
親
善
交
流 

(

７
月
24
日
〜
26
日)

】 

小
笠
原
村
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
山
梨
県
南
ア
ル
プ

ス
市
へ
19
名
の
中
学
生(

父
島
15
名
・
母
島
４
名)

の
中
学
生
が
親
善
交
流
の
た
め
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

  

◎
国
民
健
康
保
険 
被
保
険
者
証(

保
険
証)

の
更
新 

 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
保
険
証

は
、
10
月
１
日(

日)

で
一
斉
更
新
と
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
と
お
り
、
交
付
い
た
し
ま
す
。 

 

【
保
険
税
に
未
納
が
な
い
方
】 

保
険
証
は
９
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。 

【
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
方
】 

令
和
４
年
度
以
前
に
未
納
が
あ
る
方
の
保
険
証

は
、
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
９
月

中
旬
頃
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
の
通
知
を

ご
持
参
の
上
、
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
で

更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
注
意
点
】 

 

保
険
証
は
、
カ
ー
ド
様
式
の
も
の
を
１
人
に
１
枚

交
付
し
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

○
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。 

○
コ
ピ
ー
し
た
保
険
証
で
は
医
療
機
関
を
受
診
で
き

ま
せ
ん
。 

○
保
険
証
は
犯
罪
に
使
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
紛
失
し
な
い
よ
う
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

○
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
村
民
課
住
民
係

ま
た
は
母
島
支
所
に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
個
人

情
報
に
ご
注
意
の
上
、
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

保
険
税
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
保
険
証
の
更
新

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
特
別
な
理
由
も
な
く
納

付
し
な
い
方
に
は
、
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
て

い
だ
た
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

  

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
診
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

    

満
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
込
み
に
よ
り
都

内
民
営
バ
ス(

20
社)

、
都
営
バ
ス
、
都
営
地
下

鉄
、
都
電
、
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
、
八
丈
町
営

バ
ス
、
三
宅
村
営
バ
ス
を
無
料
で
利
用
い
た
だ
け
る

「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
を
発
行
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以
上
の
方 

【
発
行
に
要
す
る
費
用
】 

①
令
和
５
年
度
の
住
民
税
が
課
税
の
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…

２
万
５
１
０
円 

②
令
和
５
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…

１
千
円 

③
令
和
５
年
度
の
住
民
税
が
課
税
だ
が
前
年
の
合
計

所
得
金
額
が
１
３
５
万
円
以
下
の
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…

１
千
円 

④
平
成
20
年
か
ら
途
切
れ
ず
に
継
続
し
て
令
和
４

年
度
ま
で
各
年
度
の
経
過
措
置
に
よ
り
１
千
円
で

の
パ
ス
の
発
行
を
受
け
て
き
た
方
の
更
新 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…

１
千
円 

【
パ
ス
の
有
効
期
限
】
令
和
６
年
９
月
30
日 

【
必
要
書
類
】 

〇
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類 

〇
住
民
税
課
税
／
非
課
税
証
明
書
、
介
護
保
険
料
納

入(

決
定)

通
知
書
な
ど
所
得
額
等
を
確
認
で
き
る

も
の 

〇
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込
書
」
お
よ
び
現
在
ご

使
用
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス(

更
新
の
方
の
み) 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

  

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

庶
務
係  

３―

２
１
１
１ 

   

10
月
１
日(

日)

現
在
で
「
令
和
５
年
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る
最
も
基
本
的
で

重
要
な
調
査
で
、
全
国
約
３
４
０
万
世
帯
の
方
々
を

対
象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。 

 

調
査
の
結
果
は
、
住
生
活
基
本
計
画
や
耐
震
や
防

災
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
づ
く
り
な
ど
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る
計
画
や
施
策
の
基
礎

資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。 

 

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、
９
月
下
旬
か
ら

調
査
員
が
調
査
書
類
の
配
布
に
伺
い
ま
す
の
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
ほ
か
、
紙
の
調
査
票
を
郵
送

ま
た
は
調
査
員
に
提
出
す
る
方
法
に
よ
り
ご
回
答
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

   

「
東
京
都 

シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
を
発
行
し
ま
す 

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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令
和
４
年
度
「
小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
」(

令

和
４
年
４
月
～
令
和
５
年
３
月
分)

に
つ
い
て
、
表

の
と
お
り
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

寄
附
金
は
い
っ
た
ん
「
小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附

基
金
」
に
積
み
立
て
を
行
い
、
村
の
振
興
の
た
め
に

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

皆
様
の
ご
支
援
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

                        

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

財
政
係    

２―

３
１
１
２ 

  

 

更
新
作
業
に
伴
い
、
母
島
支
所
窓
口
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
関
係
端
末
を
一
時
利
用
停
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

【
利
用
停
止
日
】
９
月
26
日(

火)

終
日 

転
居
・
転
入
時
の
カ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
更
新
作
業

が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

庶
務
係  

３―

２
１
１
１ 

    

釣
り
道
具
の
オ
モ
リ
や
、
イ
カ
バ
ケ
、
ル
ア
ー
な

ど
に
付
い
て
い
る
オ
モ
リ
は
鉛
で
す
。
こ
の
鉛
は
有

害
物
の
た
め
、
内
地
に
搬
出
し
て
適
正
に
処
理
し
ま

す
。 

 

鉛
は
燃
え
る
ご
み
と
一
緒
に
出
さ
ず
に
必
ず
「
金

属
の
日
」
に
お
出
し
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 
生
活
環
境
係 

 
 

２―

２
２
７
０ 

 
 

母
島
支
所 
庶
務
係 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

付
近
の
工
事
を
行
う
た
め
、
東
町
の
掲
示
板
利
用

を
一
時
停
止
し
ま
す
。
再
開
に
つ
い
て
は
令
和
６
年

４
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

  

８
月
15
日
付 

【
退
職
】 

原
田 

和
茂
（
母
島
支
所
課
長
補
佐
施
設
係
長
） 

 

８
月
16
日
付 

【
異
動
（
課
長
補
佐
級
）】 

《 

》
内
は
旧
所
属 

 

母
島
支
所
課
長
補
佐
施
設
係
長 

清
水 

幸
司 

《
母
島
支
所
課
長
補
佐
（
設
備
担
当
）》 

 

出
張
期
間
：
７
月
16
日
～
８
月
５
日 

・
東
京
都
島
嶼
町
村
長
会
出
席 

・
自
由
民
主
党
離
島
振
興
特
別
委
員
会
小
笠
原 

小
委
員
会
出
席 

・
東
京
都
航
空
路
協
議
会
出
席 

・
東
京
都
簡
易
水
道
協
会
監
査
対
応
お
よ
び 

総
会
出
席 

・
東
京
都
町
村
長
会
お
よ
び
東
京
都
町
村
長
・ 

町
村
議
長
合
同
会
議
出
席 

・
東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
出
席 

・
関
東
地
区
港
湾
協
議
会
意
見
交
換
会
お
よ
び 

理
事
会
出
席 

・
硫
黄
島
訪
島
事
業
参
加 

・
東
京
都
砂
防
協
会
総
会
出
席 

・
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
・
島
じ
ま
ん
発
表
会
出
席 

・
基
地
交
付
金
関
連
要
望
活
動(

総
務
省
・
防
衛
省) 

・
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
連
絡
会
出
席 

(

静
岡
県
川
根
本
町) 

・
小
笠
原
を
応
援
す
る
会
出
席 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

 

   

教
科
用
図
書
展
示
会
で
は
、
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

こ
の
度
、
令
和
６
年
度
か
ら
村
立
小
学
校
で
使
用

す
る
教
科
用
図
書
発
行
者
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
ご

報
告
し
ま
す
。 

 

下
記
発
行
者
が
作
成
す
る
教
科
用
図
書
は
、
令
和

９
年
度
ま
で
採
用
さ
れ
ま
す
。
図
書
名
等
は
、
村
役

場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

【
採
択
結
果
】 

                   

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

  

今
年
度
は
、
小
笠
原
小
学
校
・
中
学
校
の
改
築
工

事
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
が
一
部
制
限
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
皆
様
の
参
加
競
技
種
目
を
制
限

す
る
形
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
１
日(

日) 

午
前
８
時
20
分
～
午
後
０
時
30
分(

予
定) 

【
参
観
者
】 

 

保
護
者
及
び
学
校
関
係
者
、
地
域
の
皆
様 

【
競
技
種
目
】 

競
技
種
目
を
縮
小
、
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。 

地
域
参
加
種
目
は
実
施
し
ま
せ
ん
。 

《
実
施
し
な
い
種
目
》 

玉
入
れ
、
く
る
く
る
風
車
、
地
域
職
場
対
抗
綱
引

小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
状
況 

【使途別】 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
申
請 

一
時
利
用
停
止
に
つ
い
て(

母
島) 

釣
り
の
オ
モ
リ
の
捨
て
方 

～
「
金
属
の
日
」
に
お
出
し
く
だ
さ
い
～ 

 

掲
示
板(

東
町)

の
利
用
を
停
止
し
ま
す 

 

村
長
出
張
報
告(

７
月
・
８
月) 

 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

 
村
立
小
学
校
の
教
科
書
の
採
択
結
果 

令
和
５
年
度
「
小
中
高
連
合
運
動
会
」 

 

道
徳 

英
語 

保
健 

家
庭 

図
画
工
作 

音
楽 

生
活 

理
科 

算
数 

地
図 

社
会 

書
写 

国
語 

教
科 

光
村
図
書 

光
村
図
書 

大
修
館
書
店 

開
隆
堂 

日
本
文
教
出
版 

教
育
芸
術
社 

東
京
書
籍 

東
京
書
籍 

東
京
書
籍 

帝
国
書
院 

東
京
書
籍 

光
村
図
書 

光
村
図
書 

発
行
者 

№ 寄附金の使途 件数 寄附金額 

１ 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 452件 11,791,006円 

２ 福祉施策の充実に関する事業 76件 1,790,000円 

３ 教育・文化活動及びスポーツ振興に関する事業 81件 2,155,000円 

４ 指定なし 14件 300,000円 

合計 623件 16,036,006円 
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き
、
地
域
職
場
対
抗
リ
レ
ー 

《
新
た
に
追
加
さ
れ
る
種
目
》 

 

大
玉
送
り(

小
中
高
三
校
合
同
種
目) 

【
会
場
図
】(
工
事
の
都
合
で
変
更
の
可
能
性
あ
り) 

     

           

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
ー
２
５
０
２ 

  

令
和
６
年
二
十
歳
を
祝
う
会
は
令
和
６
年
１
月
１

日(

月)

に
父
島
・
母
島
で
開
催
予
定
で
す
。 

【
対
象
者
】 

 

平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１
日
の

間
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方 

②
村
外
に
転
出
し
て
い
る
が
、
小
笠
原
村
の
小
・
中

学
校
ま
た
は
高
等
学
校
に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ
り
、

出
席
を
希
望
す
る
方 

【
出
席
を
予
定
さ
れ
る
方
へ
】 

村
外
在
住
の
対
象
者
で
、
出
席
を
予
定
さ
れ
る
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
10
日(

火)

ま
で
に
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

  

◎
「
お
が
っ
子
ア
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
」 

 

本
校
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
、
未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
美
術
・
音
楽
の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
を
使
っ
た
お
絵
描
き
や
プ

チ
音
楽
会
な
ど
で
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
！ 

 

親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。  

【
開
催
日
時
】 

《
１
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
》 

 

10
月
３
日(

火)

・
12
月
９
日(

土) 

 

各
回
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《
３
～
５
歳
児(
年
少
〜
年
長)

と
そ
の
保
護
者
》 

 

10
月
20
日(

金)
・
12
月
11
日(

月) 

 

各
回
午
後
１
時
30
分
～
３
時 

【
講
師
】
本
校
教
科
担
当
者 

【
定
員
】
各
10
組 

【
参
加
料
】
無
料 

【
保
険
料
】
１
人
あ
た
り
各
回
33
円 

【
申
込
方
法
】
９
月
１
日(

金)

か
ら
電
話
受
付 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

２
ー
２
３
４
６ 

        

東
京
都
島
し
ょ
町
村
職
員
の
合
同
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。
試
験
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

【
試
験
内
容
・
試
験
日
】 

一
次
試
験
／
高
卒
程
度
の
教
養
試
験 

(

10
月
15
日(

日)) 

二
次
試
験
／
面
接
等 

(

一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知) 

【
募
集
団
体
及
び
職
種
】 

大
島
町(

事
務
職
・
消
防
職) 

新
島
村(

事
務
職
・
保
育
職
・
看
護
職) 

三
宅
村(

事
務
職
・
消
防
職
・
看
護
職) 

御
蔵
島
村(

事
務
職
・
看
護
職) 

八
丈
町(

事
務
職
・
技
術
職
・
消
防
職
・
調
理
員
・

保
育
職
・
看
護
職) 

青
ヶ
島
村(

事
務
職
・
調
理
員
・
保
育
職
・
看
護
職) 

小
笠
原
村(

技
術
職) 

【
受
験
資
格
】 

各
募
集
団
体
・
職
種
に
よ
り
必
要
な
資
格
が
異
な

り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
募
集
要
領
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
締
切
日
】
９
月
22
日(

金)

午
後
４
時
ま
で 

※
締
切
後
の
申
込
み
は
一
切
受
け
付
け
ま
せ
ん
の

で
、
余
裕
を
も
っ
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
方
法
】 

申
込
み
は
ウ
ェ
ブ
申
請
の
み
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
申
請
後
の
修
正
・
削
除
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

申
請
内
容
を
充
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
申
請
内
容
は
メ
ー
ル
で
自
動
返
信
さ
れ
ま

す
の
で
、
必
ず
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

東
京
都
島
嶼
町
村
会
０
３―

３
４
３
２―

４
９
６
１ 

(

東
京
都
島
し
ょ
町
村
職
員
合
同
採
用
試
験
事
務
局) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://tokyo-

tosho.jp/2023tosho-shokuinsaiyou/  

     

東
京
都
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。(

提
出
書
類

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。) 

【
職
名
】
農
芸
員 

【
職
務
内
容
】 

農
業
関
連
の
試
験
研
究
に
必
要
な
圃
場
管
理
、
実

験
等
の
補
助
、(

機
械
・
器
具
の
保
守
管
理
、)

農
業

機
械
類
の
運
転
・
操
作
等 

【
勤
務
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

(

小
笠
原
村
父
島
字
小
曲) 

【
採
用
予
定
人
数
】
１
名
程
度 

【
求
め
ら
れ
る
資
格
・
能
力
】 

普
通
自
動
車
第
一
種
運
転
免
許
証(

MT
可
が
望
ま

し
い)

を
所
持
し
て
い
る
こ
と
。
健
康
で
意
欲
的
に

職
務
を
遂
行
で
き
る
こ
と
、
小
笠
原
の
農
業
に
つ
い

て
の
知
見
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 

【
任
用
期
間
】 

令
和
５
年
10
月
１
日
以
降
、
選
考
後
の
月
初
か

ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で 

【
申
込
期
限
】
随
時
募
集(

採
用
次
第
応
募
終
了) 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁 

総
務
課
２―

２
１
２
１ 

    

東
京
都
、
小
笠
原
村
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ

ド(

株)

は
、
２
０
１
８
年
12
月
に
、
母
島
に
お
い

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
電
力
供
給
を
行
う
た

め
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
母

島
に
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
な
ど
を
設
置
し
島
内
に

電
力
供
給
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
場
所
の
候
補
地(

世

界
自
然
遺
産
区
域
外
の
圃
場
跡
な
ど
の
都
有
地)

や

工
事
設
計
に
つ
い
て
自
然
環
境
調
査
や
専
門
家
の
意

見
を
踏
ま
え
て
確
定
し
、
工
事
に
着
手
す
る
段
階
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
事
業
に
併
せ
て
、
東
京
都
無
電
柱
化

条
例
に
基
づ
く
母
島
の
無
電
柱
化
推
進
事
業
に
も
着

手
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
事
業
の
工
事
着
手
に
あ
た
り
、
工
事
の

内
容
や
今
後
の
予
定
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

令
和
６
年 

二
十
歳
を
祝
う
会 

小
笠
原
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

令
和
５
年
度
東
京
都
島
し
ょ
町
村 

職
員
合
同
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ 

東
京
都
会
計
年
度
任
用
職
員 

(

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
農
芸
員)

の
募
集 

 

母
島
太
陽
光
発
電
設
備
建
設
事
業
お
よ
び 

母
島
無
電
柱
化
推
進
事
業
に
関
す
る
説
明
会 
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す
。 

【
日
時
】
９
月
４
日(

月) 

午
後
４
時
～
１
時
間
程
度 

午
後
７
時
～
１
時
間
程
度 

※
同
じ
内
容
で
２
回
開
催
し
ま
す
。 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 
自
然
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

   

観
光
客
を
対
象
と
し
て
い
る
小
笠
原
の
観
光
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
報
告
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
し
ま
す
。 

父
島
・
母
島
共
に
会
場
は
設
け
ず
、
全
て
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
場
所
を

選
ば
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
す
の
で
、
観
光
事
業

者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
の
方
も
、
ど
う
ぞ
お
好

き
な
場
所
か
ら
ご
参
加
下
さ
い
。 

【
日
時
】
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
報
告
会 

９
月
26
日(

火)

午
後
１
時
30
分
～
１
時
間
程
度 

※
配
信URL 

：https://us06web.zoom.us/j/81857144080 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。 

※
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
録
画
配
信
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

【
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
報
告
内
容
】 

 

①
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
内
容 

 

②
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果 

 

③
調
査
結
果
か
ら
見
え
て
く
る
旅
行
者
の
動
向 

【
報
告
発
表
者
】 

 

公
益
財
団
法
人 

日
本
交
通
公
社 

菅
野 

正
洋

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

  
 

 

村
民
だ
よ
り
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
令
和
４

年
度
の
観
光
局
事
業
報
告
会
を
以
下
の
日
程
で
開
催

し
ま
し
た
。 

《
父
島
》 

７
月
16
日 

午
後
４
時
～
５
時
15
分 

《
母
島
》 

７
月
18
日 

午
後
６
時
～
７
時
15
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
日
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
向
け
に
、
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
視
聴
く

だ
さ
い
。
※
９
月
24
日(

日)

ま
で 

 

配
信URL

：https://bit.ly/44AGCP8 

【
報
告
発
表
者
】 

 
小
笠
原
村
観
光
局 

 
根
岸
康
弘
、
伊
藤
優
美
、
山
岸
李
花
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 
産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

  

◎
令
和
５
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

【
期
間
】
９
月
21
日(

木)

～
30
日(

土)

の
10
日
間 

①
こ
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全

の
確
保 

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
及
び
飲
酒
運

転
等
の
根
絶 

③
自
転
車
等
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底 

④
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車(

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
等)

の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底 

⑤
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

 

以
上
５
点
を
テ
ー
マ
に
、
小
笠
原
警
察
署
で
は
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
安
全
運
動
期
間
中
は
、
飲
酒
運
転
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
等
の
各
種
交
通
違
反
の
取
締
り
も
強
化
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

(

交
通
少
年
団
活
動)(

父
島) 

【
日
時
】
９
月
27
日(

水)

午
前
10
時
～
正
午 

(

雨
天
中
止) 

【
場
所
】
東
町
三
角
公
園
お
よ
び
二
見
港
内
岸
壁 

【
内
容
】 

○
村
民
・
来
島
者
へ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動 

(

東
町
三
角
公
園
お
よ
び
二
見
港) 

 

○
白
バ
イ
と
の
体
験
乗
車
等(

東
町
三
角
公
園) 

※
写
真
撮
影
も
可
能
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◎
母
島
交
通
安
全
講
習
会 

【
日
時
】
９
月
29
日(

金)

午
後
６
時
～ 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
内
容
】
交
通
安
全
の
講
話
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２―

２
１
１
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
駐
在
所 

 
 

３―

２
１
１
０ 

   

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
が
犯
罪

を
犯
し
た
疑
い
の
あ
る
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

こ
と(

不
起
訴
処
分)

の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
制
度

で
す
。 

 

広
く
国
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
検
察

官
の
不
起
訴
処
分
が
一
般
的
な
常
識
に
合
致
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
の

で
、
法
律
的
な
専
門
知
識
は
不
要
で
す
。 

 

検
察
審
査
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
方
に
は
、
検
察

審
査
会
事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ
の
書
面
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
第
一
検
察
審
査
会
事
務
局
総
務
課
企
画
係 

 

０
３―

３
６
２
１―

３
１
５
８ 

 

 

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
競
漕
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 【
日
程
】
９
月
17
日(

日)

※
荒
天
時
中
止 

午
前
中 

 
 

カ
ヌ
ー
体
験
会 

午
後
１
時 

 

カ
ヌ
ー
大
会
開
会 

午
後
４
時 

 

閉
会
式 

※
後
夜
祭
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
参
加
要
領
】 

男
子
、
女
子
、
男
女
混
合
の
３
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
競

技
を
行
い
ま
す
。
３
人
１
組(

小
学
生
以
上)

で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
小
学
生
の
み
の
参
加
の
場
合
、
保
護
者
の
同
意
が

必
要
で
す
。 

【
参
加
費
】
１
人
５
０
０
円 

 

但
し
、
中
学
生
以
下
１
人
３
０
０
円(

保
険
代
込
み) 

【
申
込
方
法
】 

申
込
用
紙
に
料
金
を
添
え
て
、
母
島
観
光
協
会
窓

口
へ
。
母
島
島
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
メ
ー
ル
ま
た

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
ご
予
約
を
承
り
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】 

８
月
28
日(

月)

～
９
月
13
日(

水)

ま
で 

※
先
着
40
組
で
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。 

※
母
島
島
民
の
当
日
受
付
は
承
れ
ま
せ
ん
の
で
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
賞
あ
り
。
賞
の
協
賛
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
母
島
観
光
協
会
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

令
和
４
年
度
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

調
査
報
告
会
の
開
催 

 

小
笠
原
村
観
光
局
令
和
４
年
度 

事
業
報
告
会
の
開
催
報
告 

 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会 

 

第
６
回 

母
島
カ
ノ
ー
大
会 
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●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

 

３―

２
３
０
０ 

(
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
３-

２
２
０
０ 

 
メ
ー
ル
：info@hahajima.com) 

  

【
日
時
】
９
月
５
日(
火) 

午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 
２
階
会
議
室                          

            

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・
求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
お
知
ら
せ
】 

〇
９
月
は
全
国
衛
生
週
間
の
準
備
期
間
で
す
。 

 

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
の
労
働
衛
生
意
識
の
高

揚
及
び
産
業
界
に
お
け
る
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理

活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
10
月

１
日
～
７
日
ま
で
全
国
安
全
週
間
を
実
施
し
て
お

り
、
９
月
１
日
～
30
日
を
準
備
期
間
と
し
て
お
り

ま
す
。 

 

各
事
業
場
に
お
い
て
は
、
労
働
衛
生
水
準
の
よ
り

一
層
の
向
上
及
び
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動
の
定
着
の

た
め
の
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

○
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
目
指
そ
う
よ
二
刀
流 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康

職
場
」 

※
実
施
要
綱
な
ど
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

(https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_3435

6.html) 

 

◎
令
和
５
年
度
東
京
都
最
低
賃
金
額
改
定
の
予
定
に

つ
い
て 

 

東
京
都
最
低
賃
金
は
、
令
和
５
年
10
月
１
日

(

日)

よ
り
時
間
額
１
１
１
３
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 
  

   

【
実
施
日
程
】
９
月
14
日(

木) 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
９
月
22
日(
金) 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
予
約
受
付
時
間
】 

平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

 ●
予
約
・
問
合
せ
先 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

  

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。(

予
約
が
必
要
で
す
。) 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談(

１
コ
マ
40
分
以
内) 

※
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
12
日(

木)

午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
13
日(

金)

午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く) 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
０
３―

３
５
９
５―

８
５
７
５ 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（
電
話
相
談
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

   
●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課
０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

    

 ９
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

《
父
島
》 

【
日
時
】
９
月
７
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
接
種
日
の
２
日
前
ま
で
に

福
祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

《
母
島
》 

【
日
時
】
９
月
７
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２
ー
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 
 

３
ー
２
１
１
１ 

 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種(

令
和
５
年
秋
開
始

接
種)

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

《
追
加
接
種
》 

初
回
接
種(

１
・
２
回
目
接
種)

を
終
了
し
た
、 

生
後
６
か
月
以
上
の
す
べ
て
の
方 

《
初
回
接
種
》 

ま
だ
１
度
も
接
種
を
受
け
て
い
な
い
、 

生
後
６
か
月
以
上
の
す
べ
て
の
方 

 
 
 

※
追
加
接
種
の
対
象
の
方
へ
は
接
種
券
を
送
付
い
た

し
ま
す
。 

※
初
回
接
種
の
対
象
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は

村
民
課
福
祉
係(

２―

３
９
３
９)

へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

※
来
年
度
以
降
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
で
審
議
中

で
す
。
有
料
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

※
15
歳
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。 

【
使
用
ワ
ク
チ
ン
】 

 

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
Ｘ
Ｂ
Ｂ
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

定
期
予
防
接
種 

 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種(

令
和
５
年
秋
開
始
接
種) 
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【
接
種
当
日
の
持
ち
物
】 

 
○
接
種
券
、
予
診
票(

１
枚
に
な
っ
て
い
ま
す) 

 

○
本
人
確
認
書
類(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、 

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等) 

 

○
母
子
手
帳(
乳
幼
児
・
小
児
接
種
の
み) 

 

○
お
薬
手
帳(
お
持
ち
の
方
の
み) 

 

《
父
島
》 

【
接
種
日
時
】 

10
月
13
日(

金) 
  

 
 

午
前
８
時
30
分
～
11
時
20
分 

 
 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
20
分 

 
 

午
後
５
時
30
分
～
８
時
20
分 

10
月
14
日(

土) 
  

 
 

午
前
８
時
30
分
～
11
時
20
分 

 
 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
50
分 

 
 

午
後
４
時
～
４
時
50
分(

乳
幼
児
※
１) 

 
 

午
後
５
時
～
５
時
50
分(

小
児
※
２) 

 

【
場
所
】
海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊 

体
育
館 

【
予
約
受
付
期
間
】 

 

９
月
19
日(

火)

～
10
月
６
日(

金) 
 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

(

土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
30
分

を
除
く) 

【
予
約
電
話
番
号
】
０
８
０―

８
８
６
７―

３
４
３
２ 

※
高
齢
者
等
の
方
で
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
予
約

時
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。 

※
10
月
13
日(

金)

午
後
５
時
30
分
～
８
時
20
分

の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
今
回
の
接
種
は
東
海
大
学
の
ご
協
力
を
得
て
実
施

い
た
し
ま
す
。 

 

《
母
島
》 

【
接
種
日
時
】 

10
月
９(

月) 

午
前
９
時
～  

 
 
 
 
 
   

午
後
２
時
～(

小
児
※
２) 

 
 
 
 
 
   

午
後
２
時
45
分
～(

乳
幼
児
※
１) 

10
月
10
日(

火) 

午
後
３
時
～ 

10
月
30
日(

月) 

午
後
３
時
～ 

10
月
31
日(

火) 

午
後
３
時
～ 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

(

２
階
都
住
側
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い) 

【
予
約
受
付
期
間
】 

９
月
19
日(

火)

～
10
月
２
日(

月) 
 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

(

土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
30
分

を
除
く) 

【
予
約
電
話
番
号
】
３―

２
１
１
１(

母
島
支
所) 

※
予
約
時
に
来
場
時
間
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
時
間
の
指
定
は
お
受
け
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

※
小
児
・
乳
幼
児
で
９
日(

月)

に
接
種
が
で
き
な
い

方
は
、
30
日(

月)

小
児
午
後
４
時
～
・
乳
幼
児

午
後
４
時
15
分
～
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

(

※
１
：
生
後
６
か
月
～
４
歳 

※
２
：
５
～
11
歳) 

 

●
予
約
以
外
の
問
合
せ
先 

村
民
課 
福
祉
係         

２―

３
９
３
９ 

   

母
島
で
の
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
日
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
接
種
を
ご
希
望
の
50
歳
以
上
の
方
。 

【
自
己
負
担
額
】
２
回
接
種
で
４
，
６
８
０
円
。 

(

１
回
あ
た
り
２
，
３
４
０
円) 

【
接
種
日
時
】
※
２
回
セ
ッ
ト
に
な
り
ま
す 

 

 

・
１
回
目…

９
月
22
日(

金)

午
後
４
時
～ 

 

・
２
回
目…

11
月
24
日(

金)

午
後
４
時
～ 

【
予
約
方
法
】 

診
療
時
間
内
に
、
９
月
11
日(

月)

ま
で
に
母
島

診
療
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※ 

父
島
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
小
笠
原
村

診
療
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
接
種
日
は
ご
予

約
時
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先              

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 
 

２―

３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
５ 

(

接
種
費
助
成
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先) 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

 

 

小
笠
原
村
健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

【
日
程
】 

《
母
島
》
11
月
20
日(

月)

～
21
日(

火) 

《
父
島
》
11
月
23
日(

木)

～
28
日(

火) 

※
予
約
受
付
は
11
月
２
日(

木)

開
始
で
す
。
予
約

方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
11
月
号
の
村
民

だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
基
本
健
診
対
象
者
】 

年
齢
の
基
準
日
は
全
て
令
和
６
年
３
月
31
日 

○
30
歳
～
39
歳
で
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方

(

た
だ
し
、
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
健
診
対
象

で
35
歳
以
上
の
方
は
、
事
業
所
か
ら
ま
と
め
て

の
事
前
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。) 

○
40
歳
～
74
歳
で
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

方(

年
度
途
中
に
加
入
、
脱
退
し
た
方
を
含
む) 

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方 

 

○
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方 

※
次
の
方
々
も
同
じ
日
程
で
、
健
康
診
断
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
一
部
の
官
公
署
等
職
域
健
診
の
対
象
の
方 

(

各
事
業
所
と
り
ま
と
め
に
よ
る
事
前
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
。) 

 

◎
が
ん
検
診
等
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
村
健
康
診
断
で
は
、
基
本
健
診
の
他
に
次

の
が
ん
検
診
等
を
実
施
し
ま
す
。 

 

○
胃
が
ん
検
診(

胃
カ
メ
ラ) 

…

50
歳
以
上
の
方
も
し
く
は
昨
年
度
の
内
視
鏡
検

査
で
所
見
の
あ
っ
た
方 

 

○
女
性
が
ん
検
診(

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん) 

…

30
歳
以
上
の
方(

子
宮
頸
が
ん
ク
ー
ポ
ン
券
を

お
持
ち
の
20
歳
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
。) 

○
喀
痰
検
査
に
よ
る
肺
が
ん
検
診 

…

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
50
歳
以
上
で

喫
煙
指
数(

１
日
の
喫
煙
本
数×

喫
煙
年
数)

が
６

０
０
以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以
上
で
６
ヶ
月
以
内

に
血
痰
の
あ
っ
た
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方 

 

○
大
腸
が
ん
検
診(

便
潜
血
検
査) 

…

40
歳
以
上
の
方 

(

父
島)‐

健
康
診
断
時
に
希
望
者
に
容
器
を
配
布 

(

母
島)‐

予
約
受
付
時
に
容
器
を
配
布 

※
ど
ち
ら
も
指
定
さ
れ
た
日
に
提
出
と
な
り
ま
す
。 

 

○
前
立
腺
が
ん
検
診 

…

基
本
健
診
受
診
者
で
50
歳
以
上
の
方 

(

都
職
員
共
済
組
合
加
入
者
を
除
く) 

 

○
肺
が
ん
・
結
核
検
診(

胸
部
Ｘ
線) 

…

40
歳
以
上
の
方 

 

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診(

Ｂ
型
・
Ｃ
型) 

…

40
歳
の
方 

 

○
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診 

…

40
歳
以
降
で
５
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
の
方 

(

健
診
当
日
、
対
象
の
方
に
お
声
か
け
し
ま
す
。) 

 

 

が
ん
検
診
等
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
に
住
所
を

有
し
、
対
象
の
年
齢
の
方
で
あ
れ
ば
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
次
の
②
③
の
方
に
つ
い
て
は
受

診
票
の
作
成
が
必
要
な
た
め
、
村
役
場
へ
の
事
前
登

録
が
必
要
で
す
の
で
、
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
の

上
、
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

 

◎
事
前
登
録
が
必
要
な
方 

次
の
方
は
９
月
22
日(

金)

ま
で
に
事
前
の
ご
登

録
が
必
要
で
す
。 

①
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
事
業
主
の
方 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種(

母
島) 

 

第
46
回
小
笠
原
村
健
康
診
断 
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基
本
健
診
対
象
の
方(

35
歳
以
上
の
被
保
険
者)

を
と
り
ま
と
め
て
、
事
業
所
あ
て
に
届
い
た
申
込

書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

②
小
笠
原
村
健
康
診
断
の
受
診
対
象
者
で
な
い
方

で
、
が
ん
検
診
等
の
み
を
受
診
さ
れ
る
方 

 
(

健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い) 

③
特
定
健
診
受
診
券
を
お
持
ち
の
方 

 

事
前
に
配
布
さ
れ
て
い
る
特
定
健
診
受
診
券
と
健

康
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
健
診
期
間
中
に
内
地
上
京(

滞
在)
に
よ
り
、
島
内

で
受
診
が
で
き
な
い
方 

 

９
月
22
日(

金)

ま
で
に
村
民
課
住
民
係
ま
た
は

母
島
支
所
に
受
診
希
望
日
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

【
受
診
可
能
日
程
】 

11
月
13
日(

月)

～
令
和
６
年
１
月
31
日(

水) 

※
土
日
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く 

【
受
診
場
所
】
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ

(

東
京
都
千
代
田
区) 

【
登
録
期
限
】
９
月
22
日(

金)

ま
で 

※
期
限
内
に
登
録
で
き
な
い
場
合
は
、
村
民
課
住
民

係
ま
た
は
母
島
支
所
に
そ
の
旨
を
お
申
し
出
い
た

だ
い
た
後
、
11
月
２
日(

木)

以
降
に
受
診
票
が

お
手
元
に
届
い
て
か
ら
、
ご
自
身
で
直
接
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ
に
予
約
の
お
電
話
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
例

年
予
約
が
取
り
に
く
い
状
況
に
な
り
ま
す
こ
と
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

◎
風
し
ん
抗
体
検
査 

次
の
対
象
者
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

昭
和
37
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
54
年
４
月
１
日

生
の
男
性 

た
だ
し
、
既
に
十
分
な
抗
体
の
所
有
が
判
明
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
風
し
ん
予
防
接
種
を
さ
れ
た
方
は

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
９
月
14
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

※
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

   

身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子
手
帳

を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
９
月
19
日(

火) 

受
付
時
間 

午
前
10
時
～
11
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

     

３
ー
２
１
１
１ 

    

親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
。
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ヨ

ガ
を
行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
25
日(

月) 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

対
象
：
お
座
り
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

対
象
：
お
座
り
が
出
来
る
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
締
め
付
け
な
い 

楽
な
服
装 

(

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い) 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。  

【
申
込
締
切
】
９
月
22
日(

金) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

        

２
ー
３
９
３
９ 

    

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関
す
る
相
談
に
、
東

京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
の
医
師
、
児
童
心
理
司
、

児
童
福
祉
司
が
応
じ
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】  

〇
児
童(

18
歳
未
満)

の
健
康
に
関
す
る
相
談 

〇
育
成
相
談 

(

落
ち
着
き
が
な
い
、
友
達
が
で
き
な
い
、
い
じ

め
ら
れ
る
、
学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
、
チ
ッ
ク

等
の
習
癖
な
ど) 

 
 

〇
知
的
・
身
体
障
害
相
談 

(

知
的
発
達
の
遅
れ
、
肢
体
不
自
由
、
こ
と
ば
の

遅
れ
、
虚
弱
、
自
閉
傾
向
、
注
意
欠
陥
・
多
動
な

ど
が
あ
る
方) 

〇
非
行
相
談 

 
(

家
出
、
金
銭
持
ち
出
し
、
性
的
い
た
ず
ら
、
暴

力
な
ど
が
あ
る
と
き) 

《
母
島
》 

 

【
日
時
】
10
月
６
日(

金) 

午
前 

【
場
所
】
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

《
父
島
》 

 

【
日
時
】
10
月
７
日(

土) 

午
前
・
午
後 

10
月
８
日(

日) 

午
前 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
み
後
、
日
時

を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
９
月
15
日(

金) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課 
福
祉
係 

          

２
ー
３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
          

３
ー
２
１
１
１ 

    

き
れ
い
な
景
色
を
見
な
が
ら
ご
家
族
で
夜
明
道
路

(

約
11
㎞)

を
歩
き
ま
せ
ん
か
？
お
一
人
で
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
！ 

【
対
象
者
】
小
学
生
以
上
の
方 

 

※
小
学
生
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
９
日(

月
・
祝)

午
前
８
時
～
正
午

(

受
付
８
時
～
８
時
30
分) 

【
集
合
場
所
】
奥
村
グ
ラ
ン
ド 

【
コ
ー
ス
】 

奥
村
グ
ラ
ン
ド(

ス
タ
ー
ト)→

夜
明
道
路→

扇
浦

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス(

ゴ
ー
ル)  

※
ゴ
ー
ル
地
点
か
ら
奥
村
グ
ラ
ン
ド
ま
で
は
車
で
送

迎
い
た
し
ま
す
。 

【
持
ち
物
】
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
締
切
】
10
月
４
日(

水) 

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
判
断
に
迷
わ
れ
る
方
は
、
当

日
午
前
７
時
以
降
に
０
８
０―

８
８
６
７―

３
４
３

２
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
ー
３
９
３
９ 

      

全
て
予
約
制
で
す
。 

【
事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
診
療
日
》
10
月
１
日(

日)

～
６
日(

金) 

[

注
：
10
月
３･

５
日
は
休
診
で
す] 

 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
診
療
日
》
９
月
28
日(

木)

、
29
日(

金) 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診(

父
島) 

 

乳
幼
児
計
測
会(

母
島) 

 

育
児
学
級(

親
子
ヨ
ガ
教
室)(
父
島) 

 

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る 

 
    

令
和
５
年
度
小
笠
原
地
区
巡
回
相
談 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
・
フ
ァ
ミ
リ
ー 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
夜
明
道
路
～(

父
島) 

 

皮
膚
科
専
門
診
療 
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●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

  

《
休
診
日
》
９
月
12
日(

火)

～
27
日(

水) 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

    

小
笠
原
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
太
陽
の
郷
』
で

は
入
居
の
希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
は
、
太
陽
の
郷

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
後
、

「
老
人
ホ
ー
ム
入
居
申
請
書
」
を
お
渡
し
い
た
し
ま

す
の
で
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
太
陽
の
郷
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

既
に
申
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
再
度
、
入
居
を

希
望
さ
れ
る
方
も
太
陽
の
郷
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

【
申
請
締
切
】
９
月
22
日(

金) 

 

後
日
、
入
居
審
査
会
を
開
催
し
入
居
の
決
定
を
行

い
ま
す
。 

※
入
居
審
査
会
で
は
、
介
護
度
お
よ
び
身
体
・
生
活

環
境
・
緊
急
性
等
を
考
慮
し
入
居
を
決
定
い
た
し

ま
す
。 

【
入
居
対
象
者
】 

〇
村
内
に
居
住
し
て
い
る
方(

お
お
む
ね
10
年
以
上) 

〇
65
歳
以
上
の
方
で
介
護
保
険
法
第
19
条
第
１
号

の
規
定
に
よ
り
要
介
護
者
に
該
当
す
る
こ
と
及
び

そ
の
該
当
す
る
要
介
護
状
態
区
分
に
つ
い
て
、
市

町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

〇
村
長
が
必
要
と
認
め
た
方(

居
宅
に
お
い
て
介
護

が
困
難
な
ど
ホ
ー
ム
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
必

要
性
が
高
い
方) 

【
入
居
の
費
用(

月
額)

】 

 

入
居
利
用
料(

居
住
費
２
万
６
千
円
＋ 

管
理
費
２
万
６
千
円
＋
食
費) 

※
食
費
は
１
食
５
０
０
円×

食
事
分
及
び
サ
ー
ビ

ス
料(

介
護
１ 

１
７
，
１
３
０
円 

介
護
２ 

１
９
，
２
３
０
円 

介
護
３ 

２
１
，
３
３
０
円 

介
護
４ 

２
３
，
４
０
０
円 

介
護
５ 

２
５
，

５
３
０
円) 

 

そ
の
他
、
詳
細
に
関
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
小
笠
原
村
診
療
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

医
療
課 

 

２―

３
８
０
０ 

 

小
笠
原
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム 

太
陽
の
郷 

 

２―

３
８
８
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

９
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

    
 

 

  
 

    
 

 
 

 

◎
父
島
営
業
所
で
の
村
民
乗
船
券
予
約
開
始
日 

 

父
島
営
業
所
で
は
小
笠
原
村
民
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
東
京
出
港
日
の
２
ヶ
月
前
の
同
日
が
本
社
休

業
日
で
も
、
父
島
営
業
所
が
営
業
日
で
あ
れ
ば
村
民

の
方
に
限
り
ご
予
約
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。 

※
父
島
営
業
所
の
営
業
日
に
つ
い
て
は
窓
口
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
一
斉
発
売
日(

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
夏
季
多

客
期
、
年
末
年
始
等)

を
除
き
ま
す
。 

※
小
笠
原
村
民
の
方
に
限
り
ま
す
。 

※
父
島
営
業
所
、
母
島
代
理
店(

母
島
農
協)

で
の
予
約

の
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
対
象
外
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

 
 

２―

２
１
１
１ 

    

平
素
は
当
組
合
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
８
月
下
旬
よ
り
12
月
頃
ま
で
の
期
間
中
、
父
島

列
島
周
辺
海
域
に
お
い
て
、
ム
ロ
ア
ジ
棒
受
け
網
漁

の
操
業
を
行
い
ま
す
。 

 

当
該
漁
船
の
付
近
を
航
行
す
る
船
舶
は
、
操
業
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合  

 

２―

２
４
１
１ 

    

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
茶
道
に

よ
る
伝
統
文
化
・
生
活
文
化
の
継
承
・
発
展
と
子
供

た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
の
涵
養(

か
ん
よ
う)

に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

【
対
象
】
５
歳
児
～
高
校
３
年
生 

※
未
就
学
児
は
、
保
護
者
と
ご
一
緒
で
し
た
ら
ご

参
加
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
９
月
～
12
月
の
日
曜
日(

全
７
日
間) 

学
校
行
事
等
考
慮
の
上
決
定
い
た
し
ま
す
。 

 

 

午
後
１
時
～
５
時
の
間
で
、
時
間
を
区
切
っ
て
行

い
ま
す
。 

【
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
持
ち
物
】
楊
枝
、
お
懐
紙
、
白
い
靴
下
、
帯
又
は

ベ
ル
ト
、
ハ
ン
カ
チ 

【
費
用
】 

１
人
３
５
０
０
円(

お
茶
、
お
菓
子
、
保
険
代) 

お
懐
紙
、
楊
枝
の
必
要
な
方
は
、
別
途
５
０
０
円

(

実
費)

初
回
に
お
持
ち
下
さ
い
。
欠
席
の
場
合
も
返

金
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

 

な
お
、
応
募
人
数
が
10
名
以
下
の
場
合
は
開
催

さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
一
人
で
も
多
く

の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
主
催
】
小
笠
原
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会 

【
講
師
】
竹
田 

宗
洋 

(

補
助
員
派
遣
：
小
笠
原
茶
道
会) 

※
こ
の
事
業
は
、「
令
和
５
年
度
文
化
庁
伝
統
文
化

親
子
事
業
」
で
運
営
さ
れ
ま
す 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

竹
田 

洋
子 

０
９
０―

１
０
２
１―

０
４
１
０ 

メ
ー
ル
：ogasawarasadou@yahoo.co.jp 

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
可
能
で
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

    

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,839 等級 大人 小人

58,410 49,980 29,210 (+1,911) 4,900 2,450

(+8,910) (+7,630) (+4,460) 16,607 (+950) (+470)

42,190 33,760 21,100 (+1,779) 5,880 2,940

(+6,440) (+5,160) (+3,220) 15,277 (+1,140) (+570)

31,780 25,430 15,890 (+1,637) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+4,850) (+3,880) (+2,420) 1,788

27,900 22,320 13,950 (+192)

(+4,260) (+3,400) (+2,130) 1,331 9,665

等級 村民 村民小人 身障者 (+143) (+1,217)

45,760 22,880 29,210 9,060

(+6,980) (+3,490) (+4,460) (+1,140)

29,540 14,770 21,100 8,456

(+4,510) (+2,250) (+3,220) (+1,064)

22,250 11,130 15,890 968

(+3,390) (+1,700) (+2,420) (+122)

19,530 9,770 13,950 730

(+2,980) (+1,490) (+2,130) (+92)

9月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以
下

母
島
診
療
所(

歯
科)

の
休
診 

 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
太
陽
の
郷
』
入
居
申
請 

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ム
ロ
ア
ジ
棒
受
け
網
漁
操
業
の
お
知
ら
せ 

子
ど
も
茶
道
教
室 

「
お
茶
会
を
し
よ
う
！
」
参
加
者
募
集 

ホームページ 

▼ 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 小人

4,900 2,450

(+950) (+470)

5,880 2,940

(+1,140) (+570)

等級 A(3名用) B(2名用)

9,665

(+1,217)

9,060

(+1,140)

8,456

(+1,064)

968

(+122)

730

(+92)

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

2等

村民割引
2等往復

個室椅子席 5,000 3,000

貨
物
運
賃

1等品

2等品

3等品

小口
0.1t以下

小口
0.075t以下
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９
月
20
日(

水)

～
26
日(

火)

は
動
物
愛
護
週
間

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
私
達
が
飼
っ
て
い
る
イ
ヌ
や

ネ
コ
、
ウ
サ
ギ
や
小
鳥
、
鑑
賞
魚
、
昆
虫
な
ど
の
ペ

ッ
ト
や
身
近
に
い
る
動
物
た
ち
に
つ
い
て
、
も
う
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

「
愛
情
を
持
っ
て
終
生
飼
う
」、「
無
責
任
に
捨
て

な
い
」、「
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
屋
内
や
工
夫
さ
れ
た

ケ
ー
ジ
で
飼
う
」、「
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
」、

「
し
つ
け
を
行
う
」
な
ど
、
ペ
ッ
ト
を
適
正
に
飼
養

す
る
こ
と
は
飼
い
主
の
基
本
的
な
責
任
で
す
。 

 

離
島
と
い
う
特
殊
な
環
境
を
考
慮
し
、
飼
い
主
の

方
は
、
日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康
と
安
全
に
気
を
配

り
、
ペ
ッ
ト
条
例
を
含
め
た
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

り
ま
し
ょ
う
。 

 

特
に
、
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
が
飼
い
主
と
離
れ
野
生

化
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
人
へ
の
危
害
や
生
活
環

境
・
生
態
系
へ
の
悪
影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

飼
い
主
の
方
は
、
大
事
な
ペ
ッ
ト
を
守
る
た
め
、

日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康
管
理
や
身
元
確
認
、
し
つ

け
を
き
ち
ん
と
し
て
お
く
と
と
も
に
、
同
行
避
難
の

方
法
や
ペ
ッ
ト
の
た
め
の
防
災
用
品
を
ご
準
備
く
だ

さ
い
。 

 

飼
っ
て
い
な
い
方
は
、
暮
ら
し
や
自
然
を
守
る
た

め
、
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
が
必
要
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

自
然
環
境
係 

 
 
 

２―

２
２
７
０ 

   

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の

機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
診
療
日
程
】 

９
月
７
日(

木) 

午
前
11
時
～
正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

９
月
８
日(

金) 

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【
場
所
】
ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。 

 

○
診
療
は
有
料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
予
約
申
込
み
先
】 

小
笠
原
動
物
対
処
室
０
９
０
ー
１
６
９
２
ー
７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 
 

２
ー
２
２
７
０ 

    

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、「
小
笠

原
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
」
に
基
づ
く
新
規
登
録
講

習
を
行
い
ま
す
。 

 
な
お
、
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
の
登
録
に
は
、
当
協

議
会
が
実
施
す
る
講
習
の
受
講
に
加
え
、
東
京
都
自

然
ガ
イ
ド
認
定
講
習
を
修
了
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
認
定
証
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
今
年
度
実
施
の
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規

講
習
に
つ
い
て
も
必
ず
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 

※
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
は
、
当
協
議
会
が

定
め
る
講
習
の
受
講
や
傷
害
・
賠
償
責
任
保
険
等

の
加
入
と
い
っ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
る
ガ
イ
ド

を
登
録
す
る
も
の
で
あ
り
、「
ガ
イ
ド
技
能
の
認

定
」
や
「
ガ
イ
ド
資
格
等
を
付
与
す
る
」
と
い
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
登
録

し
な
け
れ
ば
陸
域
の
ガ
イ
ド
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

 

【
講
習
実
施
期
間
】 

11
月
中
に
合
計
15
時
間
程
度
の
講
習
を
予
定 

※
こ
の
ほ
か
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
の
受
講
が
必

要
で
す(

認
定
済
み
の
方
は
不
要)

。 

【
申
込
方
法
】 

《
申
込
期
間
》
９
月
１
日(

金)

～
22
日(

金) 

《
申
込
用
紙
配
布
・
受
付
場
所
》 

村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所 

※
申
込
の
際
に
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
す
。 

※
な
お
、
来
年
度
は
新
規
講
習
の
実
施
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
主
な
登
録
要
件(

抜
粋)

】 

○
小
笠
原
村
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と(

居

住
期
間
が
１
年
未
満
の
場
合
は
「
準
ガ
イ
ド
」
と

し
て
の
登
録
が
可
能) 

○
小
笠
原
に
お
け
る
ガ
イ
ド
業
等
の
実
務
実
績
が
１

年
以
上
あ
る
こ
と(

実
務
実
績
の
申
告
に
は
登
録

ガ
イ
ド
の
推
薦(

父
島
：
５
名
、
母
島
：
２
名)

が

必
要
と
な
り
ま
す
。) 

〇
「
上
級
救
命
講
習
修
了
者
」
等
の
救
命
・
救
急
法

の
講
習
を
修
了
し
て
い
る
こ
と 

○
傷
害
保
険
お
よ
び
過
失
責
任
に
対
応
す
る
賠
償
責

任
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と 

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
の
情
報
公
開
に
応
じ
る
こ
と 

○
ガ
イ
ド
登
録
料
１
万
円(

２
年
更
新)

を
支
払
う
こ 

 
 

 

と 

 

登
録
に
は
、
こ
れ
ら
の
登
録
要
件
や
実
務
実
績
等

に
つ
い
て
、
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
ル
ー

ル
・
ガ
イ
ド
制
度
検
討
部
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
決

定
さ
れ
ま
す
。 

【
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
と
は
】 

 

こ
の
制
度
は
、
小
笠
原
の
陸
域
の
野
外
に
お
い
て

自
然
観
光
資
源
に
関
す
る
解
説
お
よ
び
案
内
を
有
料

で
提
供
す
る
方
を
対
象
に
、
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
が
掲
げ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
主
旨
に
則

り
、
小
笠
原
固
有
の
自
然
や
文
化
を
保
全
し
て
、
適

正
で
持
続
的
な
利
用
を
図
り
、
利
用
者
や
地
域
社
会

に
信
頼
さ
れ
る
ガ
イ
ド
と
し
て
の
活
動
を
通
じ
て
地

域
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
ガ
イ
ド
の
社
会
的
地

位
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局 

 

村
役
場
産
業
観
光
課 

 
 
 

２―

３
１
１
４ 

   

◎
環
境
省
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除(

東
平) 

環
境
省
で
は
、
父
島
東
平
自
然
再
生
区
の
ノ
ヤ
ギ

侵
入
防
止
柵
内
の
ノ
ヤ
ギ
の
再
排
除
の
た
め
、
銃
器
に

よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

作
業
中
、
東
平
の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト(

東
平
・石
浦)

は
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
日
時
】
９
月
６
日(

水)

、
13
日(

水)

、
25
日(

月) 

 
 
 
 
 

午
前
７
時
～
午
後
３
時 

【
作
業
区
域
】
父
島
東
平
自
然
再
生
区 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２―

７
１
７
４ 

◎
東
京
都
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除 

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、
銃

器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一

部
の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め

に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た

ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
２
時 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【
作
業
区
域
】 

巽
湾
周
辺
か
ら
小
港
ま
で
の
沿
岸
及
び
そ
の
周
辺

山
域(

住
宅
地
及
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く)

。

※
別
図
参
照 

  

動
物
愛
護
週
間
に
ペ
ッ
ト
防
災
を
考
え
る 

 
小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
新
規
登
録
講
習 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
・
排
除 

に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行
止
め 
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【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

９
月
７
日(

木) 
②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

９
月
８
日(
金) 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

遊
歩
道 

９
月
９
日(

土) 

 

沿
岸
部
・
大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め 

区
間
な
し 

９
月
14
日(

木) 

 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

９
月
15
日(

金) 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

９
月
26
日(

火)  

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

９
月
27
日(

水) 

沿
岸
部
・
三
日
月
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め 

区
間
な
し 

         

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

   

   

小
笠
原
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

 

東
京
都
は
海
ご
み
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
、
清
掃

活
動
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
「
使
い
捨
て
」
な
ど

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
本
事
業
で
初
め
て
父

島
・
母
島
で
海
岸
清
掃
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

観
光
の
方
を
含
め
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
活
動

も
あ
り
ま
す
。 

世
界
的
に
深
刻
な
課
題
で
あ
る
海
洋
汚
染
か
ら
、

小
笠
原
の
青
く
透
き
と
お
る
海
を
守
る
た
め
、
皆

様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
【
実
施
期
間
】
９
月
９
日(

土)

～
18
日(

月
・
祝) 

【
内
容
】 

○
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ア
ー
で
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
案
内
に

よ
る
海
岸
清
掃
活
動(

父
島) 

○
大
村
海
岸
で
の
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
案

内
に
よ
る
清
掃
活
動(

父
島) 

 

○
海
岸
に
海
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
い
て
み
ん

な
で
清
掃
活
動(

父
島
・
母
島) 

 

清
掃
活
動
に
参
加
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
く

だ
さ
っ
た
方
に
は
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
差
し
上
げ
ま

す
。 

 

詳
細
・
参
加
方
法
は
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア

ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
  

●
問
合
せ
先 

(

本
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て) 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
環
境
公
社
環
境
共
生
部 

東
京
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー 

０
３-

３
６
３
４-

４
０
３
０ 

(

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て) 

東
京
都
環
境
局
資
源
循
環
推
進
部
一
般
廃
棄
物 

対
策
課 

 
 
 
 
 

０
３-

５
３
８
８-

３
５
８
１ 

  -

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
見
つ
め
る
世
界- 

  

関
東
地
方
環
境
事
務
所
管
内
の
国
立
公
園
で
働
く

21
人
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
撮
影
し
た

動
植
物
、
風
景
な
ど
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。
北
は

佐
渡
島
か
ら
南
は
小
笠
原
諸
島
ま
で
、
各
地
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
な
ら
で
は
の
視
点
で
捉
え

た
、
国
立
公
園
の
多
様
な
花
鳥
風
月
を
ぜ
ひ
ご
覧
に

来
て
く
だ
さ
い
。 

《
父
島
》 

【
期
間
】
９
月
２
日(

土) 

～
18
日(

月) 

【
場
所
】
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

【
開
館
時
間
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
母
島
》 

【
期
間
】
９
月
27
日(

水) 

～
10
月
15
日(

日) 

【
場
所
】
沖
港 

船
客
待
合
所
内 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時 

※
９
月
30
日(

土)

午
後
、
10
月
１
日(

日)

、
８
日(

日)

午
後
、
９
日(

月
・祝)

、
15
日(

日)

午
後
は
休
み 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２
ー
７
１
７
４ 

環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所  

３
ー
２
５
７
７ 

    

今
年
も
ア
カ
ギ
木
工
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
母
島

の
木
を
使
っ
て
、
世
界
に
１
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

①
お
箸 

②
カ
ト
ラ
リ
ー 

③
小
皿 

か
ら
コ
ー

ス
を
選
ん
で
、
ご
予
約
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

【
実
施
日
時
】 

①
お
箸(

定
員
各
４
名) 

 

10
月
６
日(

金) 
午
後
６
時
～
９
時 

 

10
月
７
日(

土) 

午
前
９
時
～
正
午
／ 

午
後
２
時
～
５
時 

②
カ
ト
ラ
リ
ー(

定
員
各
４
名) 

 

10
月
６
日(

金) 

午
後
６
時
～
９
時 

 

10
月
７
日(

土) 

午
前
９
時
～
正
午
／ 

午
後
２
時
～
５
時 

③
小
皿(

定
員
各
４
名) 

 

10
月
６
日(

金) 

午
後
６
時
～
９
時 

 

10
月
７
日(

土) 

午
前
９
時
～
正
午
／ 

午
後
２
時
～
５
時 

【
実
施
場
所
】
母
島
小
中
学
校 

技
術
室 

【
参
加
対
象
者
】
小
学
生
以
上 

(

小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴) 

【
参
加
費
】
保
険
代 

１
０
０
円 

※
各
回
入
れ
替
え
の
完
全
予
約
制 

※
道
具
・
材
料
不
要 

【
主
催
】 

環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

３
ー
２
５
７
７ 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先  

小
笠
原
環
境
計
画
研
究
所  

 

３
ー
７
５
５
５ 

  

   

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し
各
自
で
受
講

し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
講
習
資
料
の
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

に
て
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

１ 

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し

て
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方(

村
民
レ
ク
簡
易

講
習) 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン 

ｉ
ｎ 

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｎ 

Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展 

母
島
ア
カ
ギ
木
工
教
室 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林 

簡
易
講
習
会(

父
島
・
母
島) 

ホームページ 

▼ 
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は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方(

調
査
研
究
簡
易
講
習) 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の
各
自

受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

【
パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ
】 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み
。 

②
講
習
資
料
を
配
布
。 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
受
講
締
切
ま
で
に
提
出
。 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

【
受
講
締
切
日
】
９
月
20
日(

水) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー  

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

 

２―

２
１
０
３ 

  
 

 

【
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
、 

９
月
19
日(

土)

、
20
日(

日) 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【
特
別
展
】 

○
「
ザ
・
小
笠
原
の
イ
ル
カ
」
展
～
あ
の
こ
ど
ん
な

こ
、
き
に
な
る
こ 

新
館
に
て
開
催
中 

 

小
笠
原
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調

査
や
生
態
な
ど
を
紹
介
し
、
海
で
イ
ル
カ
に
出
会
っ

た
時
に
さ
ら
に
楽
し
く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展

示
で
す
。 

○
写
真
展
「
ひ
み
つ
のBonin

」
～
ま
だ
、
み
た
こ

と
の
な
い
小
笠
原
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い 

本
館
に

て
開
催
中 

 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
眺
め
の
よ
い
場
所
、
年

に
一
度
の
絶
景
、
人
知
れ
ず
起
こ
っ
て
い
る
自
然
の

事
象
や
、
少
し
前
の
小
笠
原
の
風
景
、
出
来
事
な
ど

を
写
真
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２―

３
０
０
１ 

     

「
イ
ル
カ
の
年
齢
を
調
べ
る
」 

  
海
で
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
に
出
会
っ
た
際
に
、「
こ

の
子
は
何
歳
な
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
？
当
然
、
彼
ら
に
聞
い
て
も
答
え

て
は
く
れ
な
い
わ
け
で
す
が
、
世
の
中
に
は
イ
ル
カ

や
ク
ジ
ラ
の
年
齢
を
調
べ
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
方

法
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

一
般
的
な
の
が
、
体
の
器
官
を
調
べ
る
方
法
で

す
。
歯
が
あ
る
種
類(

ハ
ク
ジ
ラ
類)

の
場
合
は
、
歯

の
断
面
に
見
ら
れ
る
層
の
数
を
数
え
る
こ
と
で
年
齢

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
歯
が
な
い
種
類

(

ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
類)

に
つ
い
て
は
、
主
に
耳
あ
か
に
見

ら
れ
る
層
の
数
を
数
え
る
こ
と
で
年
齢
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
近
年
で
は
、
目
の
水

晶
体
を
構
成
す
る
物
質
を
使
っ
た
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら

調
べ
る
と
い
う
方
法
も
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
除
い
て
、
野
生
下
で
生
き
て
い
る
個

体
か
ら
試
料
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
す
。 

野
生
に
く
ら
す
個
体
の
場
合
、
小
笠
原
で
も
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
な
個
体
識
別
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
情

報
を
使
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ミ
ナ
ミ
ハ

ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
場
合
だ
と
、
生
ま
れ
た
年
が
わ
か

っ
て
い
て
、
か
つ
親
離
れ
す
る
前
か
ら
識
別
の
手
が

か
り
と
な
る
傷
な
ど
の
特
徴
が
確
認
で
き
て
い
れ

ば
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
追
え
る
た
め
、
年
齢
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
尾
ビ
レ
を

使
っ
た
個
体
識
別
で
も
同
じ
で
す
ね
。
し
か
し
、
そ

う
で
な
い
個
体
に
つ
い
て
は
年
齢
を
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
野
生
個
体
を
対
象
に
し
た
場

合
、
簡
便
に
年
齢
を
調
べ
る
方
法
が
な
い
の
が
現
状

な
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド

ウ
イ
ル
カ
の
体
に
見
ら
れ
る
斑
点
模
様
を
使
っ
た
年

齢
推
定
に
関
す
る
研
究
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ナ

ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
に
は
、
成
長
に
伴
い
お
腹
に
斑

点
模
様
が
増
え
て
い
く
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
斑
点
の
見
ら
れ
具
合
か
ら
年
齢
を
調
べ
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
の
研
究
で
は
、
実
際
に
伊
豆
諸

島
の
御
蔵
島
で
年
齢
が
わ
か
っ
て
い
る
個
体
か
ら
、

年
齢
と
斑
点
模
様
の
関
係
性
が
調
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

そ
の
結
果
、
２
歳
半
ほ
ど
の
誤
差
の
範
囲
で
年
齢

の
予
測
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
今
の

と
こ
ろ
、
御
蔵
島
の
個
体
の
み
が
対
象
で
あ
る
た

め
、
小
笠
原
の
個
体
に
ど
れ
く
ら
い
当
て
は
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、

体
の
写
真
を
撮
る
だ
け
で
お
お
よ
そ
の
年
齢
を
調
べ

ら
れ
る
こ
の
新
た
な
手
法
が
、
小
笠
原
の
ミ
ナ
ミ
ハ

ン
ド
ウ
イ
ル
カ
に
も
活
用
で
き
れ
ば
、
小
笠
原
の
イ

ル
カ
た
ち
の
く
ら
し
を
さ
ら
に
深
く
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

● 

問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

 
 
 
 
 
 
 
 

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
268 

 ―

25
年
ぶ
り
の
再
会―

 

 
 

今
年
の
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
を
迎

え
ま
し
た
。
今
年
も
様
々
な
カ
メ
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
が
、
最
も
印
象
に
残
っ
た
カ
メ
は
ジ
ョ
ン

ビ
ー
チ
で
根
っ
こ
に
挟
ま
っ
て
動
け
な
く
な
っ
た
母

ガ
メ
で
し
た
。
こ
の
時
期
に
し
ば
し
ば
発
生
す
る
母

ガ
メ
レ
ス
キ
ュ
ー
で
す
が
、
何
か
の
拍
子
に
ひ
っ
く

り
返
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
根
っ
こ
に
挟
ま
っ
て
し
ま

っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
直
射
日
光

に
長
時
間
さ
ら
さ
れ
る
と
衰
弱
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
今
回
の
母
ガ
メ
は
幸
運
に
も
島
民
の
方

に
見
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
通
報
を

受
け
、
早
速
東
京
都
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
レ
ス
キ
ュ
ー
に

向
か
い
ま
し
た
。
根
っ
こ
の
隙
間
に
す
っ
ぽ
り
と
挟

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
逃
げ
道
を

作
り
、
カ
メ
の
向
き
を
変
え
て
脱
出
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
な
ん
と
こ
の
カ
メ
、
左
前
肢
に
ち
ょ

っ
と
年
季
の
入
っ
た
金
属
の
標
識
が
つ
い
て
い
ま
し

た
。
過
去
の
記
録
を
調
べ
る
と
25
年
前
に
東
京
大

学
大
気
海
洋
研
究
所
の
佐
藤
克
文
教
授
が
若
き
日

に
、
小
笠
原
で
カ
メ
ラ
と
共
に
装
着
し
た
も
の
だ
と

判
明
し
ま
し
た
。
早
速
、
佐
藤
教
授
へ
ウ
ミ
ガ
メ
再

発
見
の
連
絡
を
し
ま
し
た
。
以
下
、
佐
藤
教
授
か
ら

の
メ
ー
ル
返
信
一
部
で
す
。「
当
時
、
私
は
極
地
研

の
助
手
に
な
り
た
て
で
、
98
年
11
月
に
出
発
す
る

南
極
越
冬
隊
の
準
備
の
た
め
に
、
小
笠
原
に
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
調
査
に
行
き
ま
し
た
。
動
物
搭
載
型
カ
メ
ラ

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
載
せ
て
、
画

像
を
撮
り
ま
し
た
。
今
か
ら
見
る
と
白
黒
だ
し
分
解

能
も
悪
い
の
で
す
が
、
動
物
の
目
線
で
画
像
を
撮
る

と
こ
ん
な
映
像
が
得
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知

り
興
奮
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の

映
像
を
き
っ
か
け
に
耐
圧
容
器
に
入
っ
た
カ
メ
ラ
を

開
発
し
、
そ
れ
を
南
極
越
冬
に
持
っ
て
い
き
ま
し

た
。
ウ
ェ
ッ
デ
ル
ア
ザ
ラ
シ
の
背
中
に
付
け
た
カ
メ

ラ
で
す
ぐ
後
ろ
を
つ
い
て
泳
い
で
く
る
子
供
の
写
真

な
ど
が
得
ら
れ
、
そ
の
後
動
物
搭
載
型
カ
メ
ラ
を
用

い
た
研
究
は
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。」  

 
 

佐
藤
教
授
は
、
こ
の
バ
イ
オ
ロ
ギ
ン
グ
と
呼
ば
れ

る
手
法
を
通
じ
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
限
ら
ず
野
生
動
物

の
新
た
な
側
面
を
発
見
し
続
け
て
い
ま
す
。
根
っ
こ

に
挟
ま
っ
て
い
た
と
い
う
ち
ょ
っ
と
残
念
な
状
況
で

も
、
そ
ん
な
研
究
の
足
が
か
り
に
も
な
っ
た
ウ
ミ
ガ

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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メ
に
出
会
え
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
ま
た
25
年
も
の

間
に
産
卵
が
続
い
て
い
る
事
実
も
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
間
違
い
な
く
、
今
年
一
番
印
象
に
残
っ
た
カ
メ

で
し
た
。 

 

◎
子
ガ
メ
迷
走
１
１
０
番 

砂
浜
で
産
ま
れ
て
き
た
子
ガ
メ
が
街
へ
出
て
し
ま

い
海
に
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
見
つ
け
た
場
合
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２―

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net   

  

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

  

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
戦
前
に
硫
黄

島
で
暮
ら
し
て
い
た
島
の
人
た
ち
の
日
常
を
村
民
の

皆
さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
転
載
元
の

書
誌
情
報
は
村
民
だ
よ
り
746
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

硫
黄
島
編(

12) 

─
─

自
転
車
は
あ
っ
た
ん
だ
？ 

 

自
転
車
は
あ
る
よ
。
う
ち
だ
っ
て
自
転
車
あ
っ
た

よ
。
う
ち
の
前
の
坂
の
、
上
の
方
ま
で
持
っ
て
い
っ

て
、
三
角
乗
り
し
た
ん
だ
よ
。
よ
く
お
父
さ
ん
に
怒

ら
れ
た
よ
。
怪
我
し
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ
っ
て
。 

─
─

１
台
あ
っ
た
の
？ 

 

う
ん
。
よ
く
自
分
で
乗
っ
て
た
よ
。 

(

川
島
恒
夫)

パ
ン
ク
し
な
か
っ
た
の
か
？ 

 

パ
ン
ク
し
た
っ
て
、
自
分
た
ち
で
直
せ
た
よ
。
パ

ン
ク
直
す
薬
も
あ
っ
た
よ
。 

─
─

な
ん
で
自
転
車
は
あ
っ
た
の
？ 

 

買
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

─
─

お
兄
さ
ん
た
ち
も
乗
っ
て
た
の
？ 

 

覚
え
て
い
な
い
。
自
分
で
乗
っ
て
、
お
父
さ
ん
に

怒
ら
れ
た
記
憶
し
か
な
い
。 

(

川
島
恒
夫)

各
家
に
あ
っ
た
の
か
？ 

 

そ
う
ね
え
。
そ
の
う
ち
に
よ
っ
て
、
な
い
う
ち
も

あ
る
だ
ろ
う
け
ど
ね
。
元
山
［
部
落
］
っ
て
と
こ
ろ

に
、
結
局
、
お
菓
子
屋
も
あ
れ
ば
、
瀬
戸
物
屋
も
あ

れ
ば
。
味
噌
、
醤
油
、
薪
も
、
石
油
も
、
鍛
冶
屋

も
。
床
屋
も
１
軒
あ
っ
た
。 

─
─

支
払
い
は
ツ
ケ
で
し
ょ
う
？ 

 

そ
う
。
コ
カ
を
［
納
め
て
い
た
か
ら
］。
漁
師
も

い
れ
ば
。
百
姓
も
い
る
し
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
収
め
た

り
。
コ
カ
を
納
め
た
り
。 

─
─

お
菓
子
屋
に
は
行
っ
た
の
？ 

 

行
っ
た
よ
。
１
銭
持
っ
て
い
け
ば
、
飴
玉
で
も
な

ん
で
も
買
え
た
も
ん
。
自
分
で
、
学
校
の
帰
り
に
寄

っ
た
り
。
家
か
ら
学
校
ま
で
結
構
［
距
離
が
］
あ
っ

た
よ
。
学
校
の
門
の
前
に
、
広
い
空
き
地
が
あ
っ

て
、
真
正
面
に
役
場
が
あ
っ
て
、
道
が
二
股
に
分
か

れ
て
い
て
、
右
に
行
く
と
す
ぐ
病
院
が
あ
る
の
。
そ

こ
を
行
っ
て
、
う
ち
に
帰
る
の
。 

(

川
島
恒
夫)

学
校
と
か
、
広
場
の
跡
は
、
今
ど
う
な

っ
て
る
の
？ 

 

何
に
も
な
い
よ
。［
木
が
茂
っ
て
］
森
に
な
っ
ち

ゃ
っ
て
る
よ
。
学
校
の
跡
な
ん
て
な
い
。［
戦
後
］

１
番
最
初
行
っ
た
時
、
硫
黄
島
神
社
の
鳥
居
の
鉄
骨

だ
け
残
っ
て
た
。
硫
黄
島
神
社
、
こ
ん
な
に
な
っ
ち

ゃ
っ
た
、
と
思
っ
て
見
て
い
た
の
。
ま
わ
り
に
［
木

が
］
生
い
茂
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
。 

─
─

せ
っ
か
く
［
鉄
骨
］
残
っ
て
い
た
な
ら
、
元
の

硫
黄
島
神
社
の
場
所
に
再
建
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に

ね
。 

 

う
ん
、
自
衛
隊
が
［
別
の
場
所
で
の
再
建
を
］
や

っ
た
ん
で
し
ょ
う
？ 

─
─

船
見
岩
は
行
っ
た
こ
と
あ
る
の
？ 

 

年
中
行
っ
て
た
よ
！ 

水
平
線
に
船
が
見
え
る

の
。
そ
う
し
た
ら
、
船
が
来
た
っ
て
半
鐘
鳴
ら
す

の
。
あ
の
石
［
＝
岩
］
低
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
。
昔

は
も
う
ち
ょ
っ
と
高
か
っ
た
。 

─
─

昔
は
、
島
自
体
も
低
か
っ
た
か
ら
、
も
う
ち
ょ

っ
と
見
渡
せ
た
、
っ
て
言
う
も
ん
ね
。 

 

う
ん
。
も
っ
と
平
ら
だ
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ

ん
［
隆
起
で
］
島
が
大
き
く
な
っ
て
っ
た
の
。 

─
─

船
見
岩
の
周
り
の
、
硫
黄
が
ぐ
つ
ぐ
つ
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？ 

 

う
ん
。
カ
ー
カ
ー
言
っ
て
る
と
こ
ろ
［
＝
硫
黄
ヶ

丘
に
あ
る
熱
湯
が
沸
い
て
い
る
と
こ
ろ
］
は
、
あ
そ

こ
で
レ
モ
ン
草
を
蒸
か
し
て
た
の
。
香
水
の
材
料
な

ん
だ
っ
て
ね
、
蒸
か
し
て
、
汁
を
［
原
料
に
す

る
］。
カ
ス
は
畑
か
な
ん
か
の
、
た
い
肥
に
な
っ
て

た
み
た
い
だ
よ
、
う
ち
は
も
ら
っ
て
な
か
っ
た
け
ど

ね
。 

・
・
・
次
回 

硫
黄
島(

13)

に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
貝
「
ヒ
ロ
ベ
ソ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
」 

  

記
念
す
べ
き
１
０
０
回
目
な
の
で
、ChatGPT(

チ

ャ
ッ
ト
・
ジ
ー
ピ
ー
テ
ィ
ー)

４
・
０
に
カ
タ
マ
イ

マ
イ
の
こ
と
を
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
有
能
と

評
判
の
Ａ
Ｉ
さ
ん
な
ら
き
っ
と
保
全
対
策
も
助
言
し

て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
そ
う
期
待
し
て
、
ま
ず
こ

う
尋
ね
て
み
た
。 

「
ヒ
ロ
ベ
ソ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
と
は
何
で
す
か
」。
さ

て
Ａ
Ｉ
さ
ん
の
回
答
は
、 

「
ヒ
ロ
ベ
ソ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
は
、
日
本
の
固
有
種
で

あ
る
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
一
種
で
す
。
学
名
は 

Euhadra herklotsi 

で
、
主
に
日
本
の
九
州
地
方

に
分
布
し
て
い
ま
す
。
森
林
地
帯
な
ど
湿
度
の
高
い

場
所
で
見
ら
れ
、
夜
行
性
で
、、、
略
」 

 

残
念
、
こ
の
学
名
は
ツ
ク
シ
マ
イ
マ
イ
。
Ａ
Ｉ
さ

ん
全
く
の
期
待
外
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
回
答

は
別
の
点
で
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら
確
か
に
ヒ
ロ
ベ

ソ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
は
、
か
つ
て
九
州
の
ツ
ク
シ
マ
イ

マ
イ
と
分
類
が
混
同
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
か
ら
だ
。

も
っ
と
も
そ
れ
は
明
治
時
代
の
話
だ
が
。 

 

ヒ
ロ
ベ
ソ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
は
19
世
紀
初
め
英
国

の
探
検
隊
が
父
島
で
採
集
し
、
新
種
記
載
さ
れ
た
。

そ
の
記
載
論
文
で
、
産
地
を
琉
球
と
誤
っ
た
う
え
、

現
生
種
の
よ
う
な
黒
褐
色
に
彩
色
さ
れ
た
殻
が
図
示

さ
れ
て
い
た
た
め
、
絶
滅
種
と
は
思
わ
れ
ず
、
ト
カ

ラ
列
島
の
ク
ロ
マ
イ
マ
イ(

ツ
ク
シ
マ
イ
マ
イ
の
亜

種
と
さ
れ
て
い
た)

と
誤
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

実
は
殻
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
か
ら
、
ヒ
ロ
ベ

ソ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
絶
滅
は
18
世
紀
以
降
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
最
初
に
採
集
さ
れ
た
殻
は
、

論
文
に
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
新
鮮
な
殻
だ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
標
本
は
失
わ

れ
、
確
か
め
る
術
が
な
い
。 

 

と
い
う
わ
け
で
、
思
い
が
け
ずChatGPT

４
・
０

の
致
命
的
な
弱
点
が
判
明
し
た
。
世
間
の
評
判
に
反

し
て
信
用
す
る
の
は
、
ま
だ
早
い
よ
う
だ
。 

               

【
文
】
東
北
大
学 

千
葉 

聡 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
野 

恵 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 

２
ー
３
１
１
７ 
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 父 島 ・ 母 島 の ネ ズ ミ 対 策 に つ い て   

[関係機関で取り組んでいること] 

平成 27年度から「有人島におけるネズミ対策にかかる行

政連絡会」等で対策を議論しており、小笠原の無人島での対

策手法で有人島からネズミを根絶することは、環境影響や技

術的な問題等から、現時点では難しい状況です。当面は一斉

防除の範囲拡大や効率的な防除方法の検討をするとともに、

以下の取組を組み合わせながら、被害の抑制を図ります。 

自主防衛への支援 

 ◇ネズミ対策技術に関する助言 

 ◇ネズミ対策技術に関する広報、相談窓口の設置 

集落地・農地周辺のネズミ被害の低減 

 ◇カゴ罠の無料貸出 

◇河川、道路、集落内園地等の維持管理（草刈り等） 

 ◇住居周辺における対策（ごみステーションの適正管理） 

 ◇農地内の殺鼠剤購入補助等 

ネズミに関する生態的情報の収集 

 ◇山域におけるネズミ類の増減のモニタリング 

 ◇奥村地区でのネズミ類の増減のモニタリング 

生態系保全のためのネズミ対策 

 ◇希少植物の食害防止措置（東平、石門等） 

[ネズミに関する相談の窓口について] 

＜生活環境での被害＞ 

◇島しょ保健所小笠原出張所      ２－２９５１ 

 ◇村役場環境課            ２－２２７０ 

 ◇村役場母島支所           ３－２１１１ 

＜農作物食害対策＞ 

 ◇東京都小笠原支庁産業課       ２－２１２５ 

◇村役場産業観光課          ２－３１１４ 

＜生態系への被害＞ 

 ◇環境省小笠原自然保護官事務所    ２－７１７４ 

 ◇林野庁小笠原森林生態系保全センター ２－３４０３ 

 ◇東京都小笠原支庁土木課       ２－２１６７ 

[小笠原のネズミのこと] 

外を歩いていると、ネズミが道路などを横切っていくのをよく見かけませんか？ 

父島にはクマネズミとハツカネズミが、母島にはそれに加えてドブネズミが生息しており、食品や農作物を食い荒らす、家具や

配線をかじる、病原菌を媒介する可能性があるなど、私たちの生活に様々な影響を与えています。 

世界自然遺産の価値を守る取組として、集落や山域でのネコの捕獲や飼い猫の適正飼養を進めたことで、アカガシラカラスバト

などが身近に見られるようになったのは大きな成果です。一方で、ネズミによる農作物被害や集落内での出現数が増えているとの

声を多くいただいています。ネズミ被害や目撃機会の増加に関しては、ネコ対策のほか、気象やネズミのエサとなる植物の豊作・

凶作などの影響が考えられますが、はっきりとした因果関係は解明されていません。 

また、ネズミは小笠原には元々生息しておらず、人の移動などによって持ち込まれた外来種です。小笠原の無人島では、固有の

カタツムリや植物、オガサワラカワラヒワ、海鳥を守るためにネズミ対策が進められています。 

父島・母島でも、生活環境や農作物、山域の生態系を守るための対策を考える必要があります。まずは各人で自身の財産を守る

ための自主防衛と、これ以上数を増やさないための取組が重要です。この具体的な方法などについてお知らせします。 

各行政機関と関係者で、集落内各地におけるネズミの一斉防除を実施します。 

カゴ罠等の貸出（村役場環境課 2-2270・母島支所 3-2111）も受け付けています。ご協力をよろしくお願いいたします。 

実施期間 母島：９月２５日（月）～ ９月２９日（金） 父島：１０月２日（月）～ ６日（金） 

 

[私たちができること] 

 ■ネズミが生息しづらい環境を整え維持する 

→エサになるものの撤去、夜間のゴミ出しをしない 

 →巣に使われそうな材料の整頓、家周りの草刈り 

 →侵入口になるすきまをふさぐ 

 ■殺鼠剤やカゴ罠、粘着トラップによる捕獲・駆除 

 →カゴ罠、ベイトステーション

の無料貸出（環境課・母島支

所）の活用 

 →農業者等向けの殺鼠剤購入

補助（産業観光課）の活用 

※購入方法・要件などの詳細は

小笠原アイランズ農協に 

お問い合わせください。 

殺鼠剤を使用する際の注意点 

 殺鼠剤は穀物が主成分です。 

穀物を好むアカガシラカラスバ

トやオガサワラカワラヒワなど

による殺鼠剤の誤食を防ぐため

には、殺鼠剤をベイトステーショ

ン（BS）に入れる方法等があり

ます。購入補助は産業観光課、 

無料貸出は環境課までお問い合

わせください。 ＢＳに充填した殺鼠剤 

カゴ罠 

ＢＳ設置イメージ 

[ネズミは食中毒菌のかたまり？] 

小笠原では、ネズミをはじめとして、グリーンアノールな

どの爬虫類や淡水魚に、高熱と激しい下痢を引き起こすサル

モネラ菌が潜んでいます。令和元年度に保健所が行った調査

でも、クマネズミからサルモネラ菌が検出されています。 

 ネズミやそのフンには素手で触らないようにし、もし触っ

てしまった場合には手洗いをしっかりと行いましょう。 
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①食物繊維をとろう！ ②発酵食品をとろう！ 

③オリゴ糖をとろう！ 

朝日を浴びて体を動かそう！ 朝食後はトイレに座る習慣を！ 

朝食は欠かさずとろう！ 

！ 

 
 

                                

                                 

                                
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第２８３号 ― 

 

クジラの伝言板 

けんこう通信 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：最近、お通じがコロコロしていて、スッキリしないんだよね…。 

保健師：水分をとる量が少ないとお通じが硬くなりやすく、便秘の原因のひとつとなります。暑い日が

続き、汗として水分が体の外に出やすいので、こまめに水分をとって、便秘予防につなげてい

きましょう。また、運動習慣も大切で、１日の歩行時間を１０分増やすだけでも違いますよ。 

クジラ：そうなんだ！日々の生活習慣を見直して、毎日スッキリ！を目指そう！ 

朝のゴールデンタイムを活用しよう！ 

 便秘というと、女性がなるものと思う方が多いのではないでしょうか？実際は６０歳を超えると男女ともに増えて男

女差がなくなり、８０歳以上では男性が多くなっています（H25年国民生活基礎調査）。便秘の予防・改善には、運動や

食生活など、生活習慣を見直し整えることが大切です。今回は便秘の予防・改善の生活習慣のポイントを紹介します。 

 
「便秘」って？ 

 「排便回数や排便量が少ないために、

便が大腸内に滞った状態」または「直腸

内にある便を快適に排出できない状

態」です。また、「便秘症」とは、便秘

による症状があらわれ、検査や治療を

必要とする場合をさします。 

 

こんな時は便秘症かも？ 

 

□便が小さくてコロコロ、または硬い 

□便をするときに強いいきみが必要 

□お腹が張って苦しい、ガスが溜まっている 

□便意があるのに、うまく出せない、残便感がある 

□自然に排便できるのが週３回未満 

野菜、きのこ類、海藻、果物、芋・根菜類、

穀類、豆類は食物繊維が多く含まれています。

１日３食で色々な種類からとりましょう。 

夏野菜である、オクラ、トマト、かぼちゃ、

とうもろこし、ズッキーニなどには、食物繊維

が豊富に含まれています、特にオクラのネバ

ネバには整腸作用が期待できます。 

 

 オリゴ糖は、玉ねぎ・バナナ・ごぼう・はちみつな
どに多く含まれています。腸内の善玉菌であるビフィ
ズス菌を増やし、お腹の調子を整えてくれます。 

 起床後は、軽いストレッチをし

て身体の目覚めを促します。また

朝食前に白湯を飲むことで、胃腸

のはたらきが活性化します。 

 

 

日常生活に支障が出て

いれば、治療が必要な

状態かもしれません。 

医師に相談することを

おすすめします。 

 

 朝食は欠かさずとることで、

胃腸が刺激され、便意を感じや

すくなります。 

 

 

すっきりとした排便をするために理想的

な姿勢は「前かがみ３５度」です。右図のよ

うな前傾姿勢をとりましょう。小柄な方は

足置きを使うのも効果的です。 

 

 

 朝食後、リラックスした時間を作り、

わずかな便意を感じとって、トイレに行

きましょう。便意がなくても便座に座り、

いきむだけで便が出る場合もあります。 

 

食事のポイント！ 

 ヨーグルト、納豆、キムチ、漬

物、味噌、甘酒などの発酵食品は
腸内環境を整え、腸が活発に動
くように助けてくれます。 
 

 



防災訓練

医療証の更新書類提出〆切

入港日 母島カノー大会
アクティブ・レンジャー写真展(父島)(～18日)

ははじま丸による列島周遊クルーズ 出港日
ははじま丸周遊クルーズおさらい会

小笠原の地質についての講演会

乳幼児計測会(母島)

コロナワクチン接種予約受付(～10/２)(母島)

コロナワクチン接種予約受付(～10/6)(父島)

出港日 動物愛護週間(～26日)

母島巡回労働相談 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

環境省ノヤギ排除 入港日
秋の全国交通安全運動(～30日)

定期予防接種(父島)(母島) 帯状疱疹ワクチン予防接種(母島)１回目

母島巡回ペット診療・相談(・８日) 小笠原村健康診断事前登録〆切
都ノヤギ排除(～9日) 電話による無料法律相談/『太陽の郷』入居の申請〆切

小笠原陸域ガイド新規登録講習申込〆切

育児学級(親子ヨガ教室)(父島)申込〆切

東京都島しょ町村職員合同採用試験申込〆切

入港日 出港日
ＴＯＫＹＯ海ごみゼロアクション(～18日)

育児学級(親子ヨガ教室)(父島)

環境省ノヤギ排除

ネズミの一斉防除(母島)(～29日)

帯状疱疹ワクチン予防接種(母島)申込〆切 マイナンバーカード関係申請利用停止(母島)

観光マーケティング調査報告会(オンライン)

都ノヤギ排除(・27日)

出港日 入港日

母島診療所(歯科)の休診(～27日) アクティブ・レンジャー写真展(母島)(～10/15)

交通安全キャンペーン(父島)

本会議 決算特別委員会

母島カノー大会申込〆切 皮膚科専門診療(・2９日)(母島)

環境省ノヤギ排除

本会議・委員会 決算特別委員会/本会議

乳幼児健診・歯科健診(父島) 母島交通安全講習会
行政相談所の開設/都ノヤギ排除(・15日)

狩猟免許更新申請〆切

入港日 出港日

東京都児童相談センター巡回相談申込〆切

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　1日・4日・6日・8日・11日・13日・15日・20日・22日・25日・27日・29日

16 土

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

金

3 日 18 月

土 17 日2

5 火 20

4 月 19 火
太陽光発電設備建設/無電柱化推進事
業に関する説明会(母島)

7

水

6 水

木 22 金

21 木

9

8

土 24 日

23 土金

11

10

月 26 火

25 月日

27 水12 火

14

13

木 29 金

30 土

28 木水

15 金

9月のカレンダー

敬老の日

秋分の日


